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研究成果の概要（和文）：ネパールの諸民族・カースト集団における動物認識を調査し、それらに見られる人間／動物
の分割線や接点のあり方を明らかにすることを目指した。先住民チェパンにおいてはシカやトラが他者として排除され
る一方、人間自身にもそれらの力が結びつけられていることを確認した。グルンにおいては昆虫のナナフシが祖先霊と
して恐れられ、山地ヒンドゥー教徒のあいだではカマキリが死をもたらす存在として忌み嫌われることがわかった。ネ
ワールにおいては虫の様な小さな存在が排除されつつ自己に結びつけられることを、タルーにおいては動物を呼ぶ媒介
者が恐怖されていることがわかった。こうした動物認識から、動物の排除と包摂の状況が確認された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the divisions between humans and animals as well as the
 connection between them in Nepal's ethno-caste groups. 
In the Chepangs, tigers and deer are excluded as others. At the same time, they are connected humans as ex
istences that had power to live. In the Gurungs, stick insects are considered as ancestral spirits. In Par
bat Hindus, mantises are considered as ill omens that caused human's death. In the Newars, a suffix for ex
pressing small existence like insects are also used for speaking ill of third person. In the Tharus, inter
mediates that bring wild animals to the villages are supposed to be fierce existences. Such animal cogniti
ons show the transformation of human's exclusion of animals as well as connection between animals and huma
ns. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年の文化人類学研究では、表象や言説の
政治性や権力性が強調されるようになり、表
象行為が孕む排除（あるいは包摂）の問題に
焦点が移行してきた。南アジア研究の文脈で
は、そうした潮流とサバルタン研究が結びつ
き、歴史から排除された〈アウトカースト〉
〈先住民〉〈女性〉などに対する表象が注目
を集めてきた。そうした排除の問題を考えた
ときに、重要だが、忘れられがちなのは、〈動
物〉の問題である。 
 本研究代表者である橘は、ネパールで「未
開」の存在として、様々な文脈で排除されて
きたチェパン社会を主なフィールドとし調
査研究を続けてきた。1989−90 年には当該社
会における自然環境利用と分配を明らかに
し、1995−97 年には、神話や儀礼、日常的な
言説の調査を行った。そこから、チェパン自
らが他者を排除あるいは包摂するのに用い
る動物や異民族など多数の他者表象を取り
上げ、それぞれの背景世界とそこでの自己の
あり方、世界相互の関係について分析した。
その過程で、動物のなかでも特に〈シカ〉〈ト
ラ〉に対する認識が生死の問題に連続し、〈人
間〉の存在に大きく関わることを明らかにし
た。このような動物認識を明らかにすること
は、人間と動物との分割線を示すのと同時に、
両者の接点を見出すことに繋がる。また、そ
れは人間社会の権力性への更なる理解と、そ
こから排除された存在を掬い上げる新たな
実践としての可能性も持つ。 
ただし、これまでの議論では、シカやトラ

以外の認識の把握が十分ではなかった。また、
動物認識についての聞き取りが長老（男性）
からのものが中心だったため、チェパン内部
での動物認識の差異を十分に確認してこな
かった。さらにチェパン研究の成果を生かし、
周辺諸民族・カースト集団との比較の必要性
も浮かび上がってきた。本研究ではそうした
点を鑑み、チェパン社会における動物認識に
ついて、社会内部の社会的地位、ジェンダー、
世代、地域などによる差異を考慮し調査を目
指すことにした。さらに、研究代表者と分担
者との共同作業により、動物認識の民族・カ
ースト集団による差異の調査研究を目指す
に至った。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ネパールの先住民であ
るチェパンやグルンを始めとした諸民族な
らびに山地ヒンドゥーの諸カースト集団を
対象に、ジェンダー、学歴、世代といった
社会的地位や役割、居住地域や生業、宗教
など集団内の差異も考慮しつつ、他者的存
在としての〈動物〉、特に直接的な接触を
持つ〈動物〉に対する具体的な認識のあり
方を、ネパール東部、中部、およびに西部
でのフィールドワークから明らかにするこ
とである。 

また、同時に動物認識の当該集団内、集

団間の比較を行うことで、動物認識が民族、
ジェンダー、学歴、世代など社会状況に応
じて変化、あるいは変換される状況を示し、
そこから〈動物〉排除と共生の多様性、動
物認識の差異生成の社会的機序、動物認識
の差異に横たわる不変性の把握を試みる。 
そうしたネパール諸民族・カーストにお

ける動物認識の理解、把握により、最終的
には、他者としての〈動物〉のみならず、
〈他者〉一般に対する排除と共生のあり方
の構造的理解に貢献することを目指す。 
それらに付随して、動物認識論一般への理
論的貢献も目指す。まず、従来の民俗学、
民族分類学や構造主義などによる動物認識
論の問題点や可能性を整理する。そのうえ
で、近年の環境認識論や人間動物学など最
新の動向を踏まえつつ、動物認識論の新た
な調査研究法を探求する。 
 
３．研究の方法 
(平成 23 年度) 
 代表者（橘）と分担者（渡辺）は、国内で
定期的に会合を開き、文献研究の成果と調査
分析のアイディアの共有を図った。代表者は、
中部ネパールにて動物認識の調査を実施し、
昆虫も含めたチェパン社会の動物相を映像
機器等で記録、あるいは語り以外にも絵を描
いてもらうなど現地の人々自身による映像
記録も促した上で、映像資料や実物の小動物
を提示し、聞き取り調査をおこなった。聞き
取りは、シカ、トラ、イノシシ、コウモリや
野鳥など狩猟に関わる動物に対する認識、ブ
タ、ウシ、ヤギ、ニワトリ、イヌ等の家畜、
身近な昆虫などについての語りを、ジェンダ
ーや社会的地位、世代、学歴等に留意しつつ
実施した。 
さらに、低地の先住民であるタルーの調査

も開始し、村落内での動物との接触の大要を
把握した。 
また、カトマンズで、ネワールとパルバ

テ・ヒンドゥーでも聞き取り調査を実施した。
さらに、チェパン研究の第一人者であるガネ
シュマン・グルン博士に面談し、チェパン、
グルンの動物認識に関わるアドヴァイスを
受けた。 
分担者（渡辺）は、同時期に約一ヶ月間東

ネパールに滞在し、代表者同様の手法で、グ
ルンの移牧の対象となるヒツジや他の家畜、
放牧地で触れる動物などを中心に調査を展
開した。 
また、西ネパールのグルン社会で代表者、

分担者のふたり共同で、動物認識に関するフ
ィールドワークを実施した。また、日本なら
びにカトマンズで、文献蒐集を行った。 
(平成 24 年度) 
 国内では、前年度に引き続き、定期的に会
合を開き、文献研究の成果と調査分析のアイ
ディアの共有をおこない、さらに前年度の調
査を振り返って、調査項目や調査方法の詳細
を再検討した。 



 代表者は、チェパンに加えてタルー社会で
の調査、分担者は、牧畜・交易民であるグル
ンを中心に調査を行った。また、カトマンズ、
トリブヴァン大学のウダエ・ライ教授、ネパ
ールチェパン協会役員と面談し、アドヴァイ
スを受けた。 
24 年度も、23 年度同様、ネパールでのフィ
ールドワーク期間中、代表者と分担者間で議
論の擦り合わせをおこない、カトマンズでは
文献調査、調査結果の討論を行った。また、 
その他にも国内外で学会発表を行い、投稿論
文を執筆した。 
(平成 25 年度) 
最終年度も国内では、引き続き、代表者と分
担者とで定期的に会合を開き、文献研究の成
果と調査分析のアイディアの共有をおこな
い、全体のまとめに向けた議論を行った。 
当初、ネパールで夏季のフィールドワーク

を計画していたが、8 月に国際人類学学会が
マンチェスター大学で開催されたため予定
を変更し、それまでの成果を発表した。学会
では、主にアマゾン先住民の文化研究者たち
と討論し、アメリカ大陸とアジア大陸との動
物認識の同一性や差異についての理解を深
めた。 
分担者は、ネパール、カトマンズで調査を

実施し、牧畜や畜産に関わる業者に対し、聞
き取り調査をおこなった。 
それぞれの調査全体をまとめた後、最終討

議を行い、調査結果の発表と報告書の作成に
ついて、意見交換を行った。 
他の国内外の学会でも成果を発表し、現在

投稿論文を執筆中である。また、ネパールの
出版社と、成果の印刷について打ち合わせて
いる。 
 

４．研究成果 
（１）フィールドワークによる成果 
本研究の実施以前は、先住民チェパンにお

いて、人間存在を捕食の対象であるシカと人
間を捕食するトラの中間に位置するものと
して捉えていた。 
本研究のチェパン社会でのフィールドワ

ークにより、シカは単に捕食の対象として捉
えられるだけでなく、人間の生に連続する存
在として捉えられていることがわかった。シ
カの語幹である sya が共通する語彙（syaksa
「生きる」「飼う」の意、syahasa「踊る」の
意）には「前を逃げていく」というニュアン
スが含まれることを、インフォーマントより
確認できた。また、トラについても、人間の
身体内部にもトラが存在し、人間の寿命を左
右したり、シャックリの原因になったりする
と考えられていること、さらに死後にそれが
肉体から抜け出してくると考えられている
こと、亡くなった人について語る際、その人
の名前の後にトラ（ja）を接尾辞として付け
ることが明らかになった。また、コウモリ win
と売買 winsa という単語の語幹が共通し、ど
ちらも、人間の前を行き来する点で共通して

いると考えられることも確認することがで
きた。コウモリを呼ぶためにシャーマンが歌
を謡うことも、フィールドワークで明らかに
できた。 
虫は、チェパン社会で、地を這う虫と飛翔

する虫とに大きく分類され、飛翔する虫がし
ばしば魂の象徴として捉えられる一方で、地
を這う虫が体内に入ると死をもたらすと考
えられていることもフィールドワークによ
りわかった。生物の分類の一部が、こうした
存在論的な認識と関わっていることを確認
できた。 
このような動物認識一般は、ジェンダー間、

世代間で、大きな違いは認められず、動物認
識が日常の中で広く伝承されていることが
わかった。一方で、鳥についての聞き取り調
査から、学歴が比較的高い人たちの認識が若
干異なることを確認できた。それらの鳥は、
学校教科書にも登場していることから、学校
教育の動物認識への影響の大きさを伺うこ
とができた。 
野生動物以外にも、家畜であるヤギやウシ、

ブタに関する認識も調査した。ほとんどの家
畜に対し、チェパン語で呼びかけられるが、
ウシ（役牛）への呼びかけはネパール語でな
されることがわかった。これは、ウシ飼養の
歴史の浅さとの関わりが考えられる。他方、
婚資に使われるブタは、子ブタと親ブタとで
チェパン語での呼びかけ方が違い、また、婚
資のブタが解体される際に、その身体部位が、
嫁の身体に喩えられることもわかった。 
その他の民族についても、生死や人間存在

に関わる独自の解釈がなされる動物につい
て、重点的に聞き取り調査を実施した。グル
ンにおいては昆虫のナナフシが祖先霊とし
て恐れられ、家のなかには入れないよう注意
されることを確認した。 
山地ヒンドゥー教徒のあいだでは、カマキ

リが身体に触れると死をもたらすとして忌
み嫌われることがわかった。 
ネワールにおいては、虫や猫のような小さ

な存在に対し、ca という接尾辞が当てられ、
しばしば、これが人にも応用されることを見
出した。会話に参加していない第三者の名前
の後に、この ca を付け加える。これには、
第三者を揶揄したり、排除する意味があるが、
同時に、愛称のようなニュアンスもそこに加
わるとされる。小さな取るに足らない存在性
が愛する対象として受け入れられる状況が
確認できた。 
タルーにおいては狩猟の際、野生動物を村

の近くまで呼び寄せる sikarimari という媒
介者がかつて存在したことを確認した。地域
によりその媒介者を非人間的存在として追
い払ったとしたり、村人同様村内に住まわし
ていたりと、その存在の詳細に関する解釈の
幅は大きい。 
これ以外に、分担者は、東ネパールのグル

ン牧畜民にとっての動物認識を調査し、交易
による場所の移動、動物の病、自然災害とい



った状況の変化が動物認識に影響すること
を見出した。そこからさらに動物に一定の他
者性が認められたときに、その他者性をどこ
までも獲得、あるいは排除しようとする立場
と、比較的容易にその他者性の獲得を諦めた
り、目を瞑って消費したりしてしまう立場と
があることを見出した。 
（２）文献調査による成果 
文献調査により、チェパンのようなシカや

トラを人間の生に結びつけるような認識が、
ネパールの他の民族・カーストでは見られな
いことがわかった。その結果と、ネパールの
なかでチェパンが独自性の高い採集狩猟生
活を営んできたという事実から、チェパン文
化が、他のチベット・ビルマ語系ネパール先
住民とは異なる系統にある可能性が見えて
きた。さらに、インドのナガでは、チェパン
に近いトラに対する認識が見られることを
文献調査により確認できた。 
理論的には、民俗学者の千葉徳爾の議論、

人類学者のブルーノ・ラトゥールやヴィヴェ
イロス・デ・カストロ、フィリップ・デスコ
ラ、インゴールドらの研究から、多くの示唆
を得ることができた。チェパンの動物認識は、
ヴィヴェイロス・デ・カストロの論じるアマ
ゾン先住民のパースペクティヴィズムと一
部重なることと、アマゾン先住民では動物種
ごとに眼差しや世界が異なる多自然主義が
見られるが、チェパンの例では地中と地表と
いう対置のなかで両者のあいだに異なる眼
差しと世界が構成されている点で異なるこ
ととを確認した。また、ヴィヴェイロス・デ・
カストロの論じるパースペクティヴィズム
では超越性が認められないものの、チェパン
のタントリズムにおいては、太陽を中心とし
た超越性が見られることを確認できた。 
（３）全体的な成果と今後の課題 
理論的考察の進展により、研究の対象を、

自然を認識する主体の問題に限定するので
はなく、主体と認識対象である自然を含んだ
「世界」の多層性にまで広げていく必要があ
ることが確認された。また、世界の多層性と
いったときに問題となる「層」について、自
然科学の問題も射程に入れつつ、今後考察を
進める必要があることもわかった。 
今回の研究により、チェパンの死者に対す

る表現と、ネワールの第三者に対する表現と
のあいだに、不変の構造と変換とが見出され
ることがわかった。チェパン社会においてト
ラはその存在が持つ圧倒的力によって排除
され、ネワール社会において虫などの小さく
些細な存在が排除される。両者は同時に、人
間存在の基底として包摂されもする。こうし
た構造を両者は共有するが、力が全ての人に
平等的に配分されているのに対して、小ささ
は社会的な身分や地位の区分と密接に結び
つく、という差異も示す。このような排除さ
れつつ包摂される基底の構造とその変換を
見出せたことは、本研究の大きな成果である。 
今後は、本研究で対象としたネパールの諸

カースト・民族集団はもとより、日本を含め
た他の文化領域における他者認識をさらに
追求、調査し、死者や第三者の排除と包摂に
関わるような基底的存在についての研究を
深めていく必要がある。その際、動物以外に
も太陽や宇宙の問題、地中と地表の問題など、
世界の「層」に関わる領域も広く扱うことが
求められる。 
民族文化の歴史研究としては、ナガなどネ

パール以外の近隣諸国のチベット・ビルマ語
系諸民族の資料収集を続け、ネパール先住民
とそうした諸民族との歴史的な連続性と非
連続性について調査を継続することが重要
な課題となる。 
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